
 

 

 

 

 

詩と書の展示会  

『奈良少年刑務所詩集 空が青いので白を選んだのです』 

 やまとアート１００プロジェクトの一環として開催します。 

 

食のアトリエと寮美千子さんは、2006 年に「食のアトリエ憲章」の文章をいただい

たご縁があります。昨年「食のアトリエ１０周年記念講演会」では『詩は心の食べ物』

と題して講演をしていただきました。 

内容は相模原から奈良に移住後、奈良少年刑務所の講師として受刑者の心を耕し詩

をぐことを続け、『奈良少年刑務所詩集 空が青いので白を選んだのです』を刊行、

監修をなさった経緯を語ったものでした。 

今回は、詩集に感動してくださった柏木学園高等学校教諭、濱谷美千子さんの書で、

詩の展示会をすることとしました。一見一読の価値あり。 

社会において、彼らに寄り添い手を差しのべることがいかに大切か共に考えるきっ

かけとしていただけたら幸いです。 

 

場所 デイサービス ハッピー鶴間 

  期間 １０月２０日〔火〕〜１０月３１日〔土〕まで展示 

     １０月２５〔日〕にはパフォーマンスあり。 

  時間 １０：００〜１７：００ 


